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P－０６１ JAXA通信用アンテナを使った電波天文観測 

 

JAXAは主に深宇宙通信用に、臼田64m, 臼田34mなど、大型のアンテナを運用している。我々は、それらのアンテナを使っ
た電波天文の観測運用および関連の開発を行っているので、ここで紹介する。臼田64mは、世界的にも有数の大きさを持
ち、特に、国内で国立天文台が運用している野辺山45m観測では観測できない22 GHz帯より低い周波数の観測に特徴を持
つ。特に銀河のガスの運動や分布を解明するのに重要な水素原子の21cm線（1.4 GHzや、高密度ガスの進化に重要な役割
を担うと考えらえる酸素の分布を知るうえで重要なOHラジカルの観測が可能である。さらに、3.3 GHzの帯域で観測可能
なCHラジカルを使った炭素の状態の観測も注目されてきており、その受信の可能性も検討も始まっている。また、それら
の輝線観測だけでなく、1.4, 1.6, 2.2, 5, 6.7, 8.4 GHzの帯域での観測も可能であり、それらの帯域の観測により、電波での
スペクトルや偏波の観測が可能である。とくに、6.7, 8.4 GHzでは国内のVLBI観測局と協力してVLBI観測も行っている。 
 8 GHzの帯域については、従来運用系の低雑音LNAを使っていたが、LNAの前にある送信系共用およびバックアップ系の
ための導波管回路等による帯域制限と損失による雑音負荷が天文で高感度観測をするためには無視できず、2013年の時点
で使用されていなかったX帯専用ポートに着目して、そこに、我々が製作した受信機（冷却LNA)を搭載した。その結果、
512 MHz以上の広帯域観測と、運用系にくらべてファクター２以上の受信感度の改善を実現することができた。この受信
系によって、2015年5月には大学連携の観測も行われVLBI局として機能することも確認されている。 
 現在、大学の研究グループと協力して観測系の性能の再確認および観測システムの開発を行っており、それに基づいて
将来の開発計画も検討している。その一部を以下の通り示す。 
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